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ご 

挨 

拶

　

こ
の
た
び
皆
様
の
ご
推
薦
に
よ
り
第

三
十
一
期
の
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
光
栄
な
こ
と
と
は
思
い

ま
す
が
、
任
重
く
し
て
道
遠
し
の
感
を

深
く
し
て
お
り
ま
す
。
副
会
長
様
方
や

理
事
長
様
な
ど
役
員
各
位
と
力
を
合
わ

せ
て
責
任
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
会
員
各
位
に
は

よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

わ
が
国
の
仏
教
界
は
、
各
宗
団
に
分

か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
教
理
の
も
と
に
活

動
し
て
お
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
蓮
の
花

が
開
花
し
て
い
る
よ
う
な
め
ざ
ま
し
い

展
開
を
み
せ
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。
全

日
本
仏
教
会
と
い
う
組
織
は
、
多
く
の

花
び
ら
を
支
え
る
茎
の
よ
う
な
は
た
ら

き
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
茎
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、

花
は
一
層
美
し
く
咲
き
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
大
乗
仏
教

徒
と
し
て
共
有
し
て
い
る
す
ば
ら
し
い

生
き
か
た
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

　

共
通
な
も
の
を
求
め
つ
つ
、
同
時
に

各
宗
団
の
発
展
を
図
る
、
こ
う
し
た
努

力
こ
そ
、
大
乗
仏
教
全
体
の
底
力
を
形

成
す
る
の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

幸
い
に
仏
教
は
、
開
祖
釈
尊
の
叡
智

に
よ
っ
て
、
他
の
宗
教
や
異
文
化
に
対

し
て
、
理
解
と
寛
容
の
思
惟
を
持
っ
て

お
り
ま
す
。
仏
教
徒
が
な
ぜ
そ
う
い
う

態
度
が
と
れ
る
の
か
、
ど
う
い
う
見
方

で
そ
う
な
る
の
か
、
智
慧
を
し
ぼ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

人
々
の
心
の
平
和
が
一
歩
で
も
実
現

す
る
よ
う
、
全
日
仏
は
今
後
と
も
つ
と

め
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

第31期公益財団法人全日本仏教会会長
真言宗豊山派第三十二世管長
総本山長谷寺第八十六世化主

加
か

 藤
とう

　精
せい

 一
いち

第31期副会長

石
いし

田
だ

 智
ち

圓
えん

●律宗管長
●唐招提寺第87世長老
●公益財団法人 
　美術院評議員
●公益社団法人
　奈良市観光協会顧問

第31期副会長

鷹
たか

司
つかさ

 誓
せい

玉
ぎょく

 

●大本山善光寺 
　大本願法主
● 公益社団法人 

全日本仏教婦人連盟 
名誉会長

●全日本尼僧法団総裁
●浄土宗吉水会名誉顧問

第31期副会長

常
と き わ

磐井
い

 慈
じ

祥
しょう

 

● 真宗高田派専修寺 
第25世法主

●公益財団法人
　中村元東方研究所研究員
●東方学院講師

第31期副会長

御
み

木
き

 徳
とく

久
ひさ

●愛媛県仏教会会長
●松山市仏教会顧問
●黄檗宗安城寺住職
●黄檗宗龍蔵寺住職
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第
三
十
期

　宗
教
教
育
推
進
委
員
会
報
告
書

宗
教
教
育
推
進
委
員
会
　委 

員 

長

　富
田　

道
生

副
委
員
長

　倉
岡　

弘
叔

第
三
十
期

　国
際
交
流
審
議
会
答
申
書

国
際
交
流
審
議
会
　委 

員 

長

　松
尾　

憲
舟

副
委
員
長

　戸
松　

義
晴

　

第
三
十
期
国
際
交
流
審
議
会
で
は
、

諮
問
事
項
に
つ
い
て
六
回
に
わ
た
り
会

議
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
以
下
の
通
り

答
申
い
た
し
ま
す
。

第
三
十
期 

国
際
交
流
審
議
会

諮
問

 

国
際
交
流
の
現
況
と
今
後
の
展

望
に
つ
い
て

趣
旨
：
前
期
（
第
二
十
九
期
）
に
お
い

て
、
本
会
加
盟
団
体
、
関
係
団
体
の
国

際
交
流
を
行
う
諸
団
体
を
集
め
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
を
報
告
す
る
活
動
報
告

会
を
開
催
し
た
。
今
期
（
第
三
十
期
）

で
は
加
盟
団
体
の
各
宗
派
を
中
心
と
し

た
国
際
交
流
活
動
に
焦
点
を
絞
り
、
開

教
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
交
流
活
動
の

現
況
を
把
握
し
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
日
本
セ
ン
タ

ー
・
加
盟
団
体
内
外
の
国
際
活
動
を
行

う
諸
団
体
と
の
連
携
や
、
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
審
議
い
た
だ
き
た
い
。

　

第
三
十
期
国
際
交
流
審
議
会
で
は
、

各
宗
派
・
加
盟
団
体
の
開
教
を
は
じ
め

と
す
る
国
際
交
流
活
動
に
焦
点
を
絞
り
、

そ
れ
ら
の
現
況
把
握
に
努
め
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
各
宗
派
・
加
盟
団
体

に
お
け
る
開
教
活
動
に
つ
い
て
は
、
時

代
の
変
遷
と
と
も
に
メ
ン
バ
ー（
会
員
）

の
生
活
圏
の
分
散
化
、
世
代
交
代
、
価

値
観
の
多
様
化
等
の
様
々
な
要
因
に
よ

り
、
開
教
拠
点
の
メ
ン
バ
ー
数
の
減
少

が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

さ
ら
に
は
、
開
教
希
望
者
の
減
少
や
派

遣
に
際
し
て
の
査
証
取
得
手
続
き
が
複

雑
化
し
て
い
る
こ
と
も
見
受
け
ら
れ
た
。

　

今
後
、
各
宗
派･

加
盟
団
体
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
共
有
し
、
よ

り
強
固
に
連
携
し
て
、
新
た
な
伝
道
の

あ
り
方
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
財
団
創
立
六
十
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
（
世
界
仏

教
徒
連
盟
）
日
本
大
会
開
催
を
検
討
し

て
お
り
、
各
宗
派･

加
盟
団
体
を
は
じ

め
、
海
外
の
仏
教
団
体
と
国
際
交
流
活

動
を
行
う
諸
団
体
、
並
び
に
Ｗ
Ｆ
Ｂ
日

本
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
と
の
連
携
を

は
か
っ
て
準
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
際
に
は
、
前
回
二
〇
〇
八
年
に

開
催
さ
れ
た
第
二
十
四
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
（
世

界
仏
教
徒
連
盟
）
日
本
大
会
を
契
機
に
、

将
来
を
担
う
国
際
的
な
仏
教
者
の
育
成

を
目
的
と
し
て
開
始
さ
れ
た
講
座
「
仏

教
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｂ
Ｅ
Ｐ
）」
や

公
益
財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
に
お
い

て
実
施
さ
れ
て
い
る
講
座「Buddhism

 
T
hrough English

（
仏
教
聖
典
を
初

歩
英
語
で
学
ぶ
会
）」
な
ど
各
種
機
関

と
連
携
し
、
英
語
に
精
通
す
る
人
材
の

育
成
を
通
じ
て
、
国
内
外
に
お
け
る
諸

宗
教
間
交
流
を
行
う
こ
と
で
日
本
の

人
々
の
宗
教
観
を
再
認
識
し
、
仏
教
文

化
の
宣
揚
と
と
も
に
世
界
平
和
の
進
展

に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

以　

上

　

本
委
員
会
は
、
第
二
十
九
期
宗
教
教

育
推
進
委
員
会
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、

宗
教
に
関
す
る
一
般
的
な
教
養
の
重
要

性
を
社
会
に
周
知
し
、
関
係
所
管
庁
等

と
の
折
衝
・
連
絡
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
加
盟
団
体
推
薦
者
十
名
、
役
務
理
事

一
名
と
本
会
事
務
総
長
推
薦
の
学
識
経

験
者
三
名
を
本
会
理
事
長
が
委
嘱
し
て

委
員
会
を
構
成
。
今
期
は
六
回
の
委
員

会
が
開
催
さ
れ
た
。

◆
第
二
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て
◆

　

平
成
二
十
四
年
九
月
三
日
、
文
部
科

学
省
生
涯
学
習
政
策
局
政
策
課
よ
り
第

二
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
関
す
る
意

見
募
集
が
実
施
さ
れ
、
本
会
か
ら
は
平

成
二
十
四
年
十
月
二
日
に
意
見
提
出
を

行
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
結
果
概
要
が
発
表
さ

れ
た
が
、
第
一
期
基
本
計
画
に
は
明
記

さ
れ
て
い
た
「
宗
教
に
関
す
る
一
般
的

な
教
養
に
関
す
る
教
育
の
推
進
を
図

る
。」
と
い
っ
た
文
言
が
削
除
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
改
め
て
記
載
す
る

よ
う
求
め
た
件
に
関
し
て
は
一
切
回
答

が
な
く
、
本
委
員
会
に
お
い
て
意
見
書

の
提
出
を
検
討
し
て
い
た
。（
第
三
回
、

第
四
回
の
委
員
会
に
て
検
討
）

　

し
か
し
、
平
成
二
十
五
年
五
月
九
日

第
一
八
三
回
国
会
参
議
院
文
教
科
学
委

員
会
に
て
、
藤
谷
光
信
参
議
院
議
員
が

第
二
期
教
育
振
興
基
本
計
画
の
中
に
第

一
期
基
本
計
画
に
あ
っ
た
「
宗
教
に
関

す
る
一
般
教
養
の
推
進
を
図
る
」
と
い

う
記
述
が
な
い
事
に
つ
い
て
質
問
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
下
村
博
文
文
部
科
学
大
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臣
よ
り
「
改
め
て
文
言
を
入
れ
、
政
府

に
よ
る
閣
議
決
定
を
行
う
」
と
い
う
回

答
を
い
た
だ
い
た
為
、
意
見
書
の
提
出

を
取
り
や
め
た
。
そ
の
後
、
森
友
浩
史

文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
政
策
課

教
育
改
革
推
進
室
長
、
川
口
貴
大
文
部

科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課

教
育
課
程
総
括
係
長
の
二
名
を
委
員
会

に
招
聘
し
、
記
述
が
な
か
っ
た
事
に
対

す
る
経
緯
等
に
関
す
る
説
明
を
受
け
た
。

（
平
成
二
十
五
年
六
月
十
三
日 
本
会
会

議
室
に
て
）

◆
第
三
十
期
協
議
事
項
に
つ
い
て
◆

　

第
一
回
宗
教
教
育
推
進
委
員
会
開
催

に
あ
た
り
、
本
委
員
会
設
立
の
経
緯
に

関
し
て
小
林
正
道
理
事
長
よ
り
今
期
の

各
委
員
に
以
下
の
よ
う
に
説
明
が
な
さ

れ
た
。

◦ 

教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
る
に
あ
た

り
（
平
成
十
八
年
十
二
月
十
五
日
改

正
）、
法
案
の
段
階
か
ら
教
育
基
本

法
第
九
条
改
正
中
、
宗
教
教
育
に
つ

い
て
の
考
え
方
、
改
正
案
の
要
請
を

行
う
た
め
、
本
委
員
会
の
前
身
と
な

る
「
適
正
な
る
宗
教
教
育
実
現
の
た

め
の
教
育
基
本
法
第
九
条
改
正
に
関

す
る
特
別
委
員
会
」
が
平
成
十
五
年

二
月
十
七
日
に
設
立
さ
れ
、
文
部
科

学
省
等
に
意
見
具
申
の
要
請
活
動
を

行
な
っ
た
。

◦ 

そ
の
結
果
、
同
法
第
十
五
条
に
「
宗

教
に
関
す
る
寛
容
の
態
度
、
宗
教
に

関
す
る
一
般
的
な
教
養
及
び
宗
教
の

社
会
生
活
に
お
け
る
地
位
は
、
教
育

上
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

の
文
言
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

◦ 

し
か
し
、
同
法
で
は
「
宗
教
的
な
伝

統
・
文
化
の
基
本
的
知
識
」
に
関
す

る
教
育
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
経
過
を
踏
ま
え
、
平
成
十
九

年
五
月
二
十
三
日
の
理
事
会
に
お
い
て

特
別
委
員
会
を
発
展
的
に
解
消
し
、
新

た
に
宗
教
教
育
に
対
す
る
調
査
・
研
究

及
び
推
進
を
目
的
と
し
て
平
成
二
十
年

四
月
一
日
に
本
委
員
会
が
設
立
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
本
委
員
会
の
設
立
経
緯

を
踏
ま
え
た
上
で
、
前
期
か
ら
の
引
継

ぎ
事
項
及
び
、
今
期
委
員
か
ら
の
様
々

な
意
見
を
加
味
し
、
事
務
総
局
よ
り
四

つ
の
事
業
方
針
案
の
提
示
を
行
な
っ
た
。

①

　公
教
育
へ
の
提
言
を
行
う
事
業

②�

　加
盟
団
体
の
活
動
を
広
報
す
る
事
業

③

　標
語
の
作
成
事
業

④

　リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
事
業

　

①
の
公
教
育
に
お
け
る
地
域
教
育
の

一
環
と
し
て
、
寺
院
向
け
冊
子
（
寺
院

に
お
け
る
地
域
教
育
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
を

作
成
す
る
こ
と
等
は
現
実
的
に
難
し
い
、

と
い
う
結
論
に
達
し
た
（
第
二
回
報
告

書
参
照
）。
た
だ
し
、
今
回
は
提
出
を

取
り
や
め
た
第
二
期
教
育
振
興
基
本
計

画
へ
の
意
見
書
の
よ
う
な
要
請
活
動
を

行
っ
て
い
く
必
要
は
あ
る
、
と
の
協
議

が
な
さ
れ
、
今
後
は
文
化
庁
と
の
懇
談

会
等
を
通
じ
て
ロ
ビ
ー
活
動
を
続
け
る

こ
と
、
交
流
の
場
に
は
委
員
や
理
事
と

い
っ
た
本
会
役
職
者
の
方
々
に
も
参
加

い
た
だ
く
事
な
ど
が
提
言
さ
れ
た
。（
参

考
報
告
書
参
照
）

　

②
は
一
般
向
け
広
報
と
い
う
よ
り
加

盟
団
体
内
で
の
内
部
資
料
の
作
成
と
考

え
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
詳
細
に
情
報

を
収
集
し
加
盟
団
体
へ
公
開
す
る
と
か

な
り
有
益
な
情
報
源
と
な
り
得
る
可
能

性
が
あ
る
と
の
有
用
性
が
確
認
さ
れ
、

地
道
に
今
後
も
続
け
て
い
く
べ
き
、
と

の
協
議
が
な
さ
れ
た
。

　

③
、
④
は
一
般
向
け
広
報
の
案
と
し

て
検
討
さ
れ
、
特
に
標
語
は
具
体
的
な

案
を
含
め
て
検
討
さ
れ
、
活
用
方
法
や

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
関
し
て
協
議
が
重
ね

ら
れ
た
。
物
理
的
な
冊
子
を
作
成
し
て

配
布
す
る
こ
と
は
費
用
面
等
を
含
め
て

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
為
「
本
会
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
標
語
を
掲
載
し
て
活
用
し

て
は
ど
う
か
」
と
い
う
案
が
最
も
有
力

視
さ
れ
た
が
、（
第
四
回
報
告
書
参
照
）

既
に
加
盟
団
体
や
仏
教
系
学
校
等
で
も

標
語
等
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
継
続
し
て
掲
載
し

て
い
く
こ
と
の
運
用
面
等
の
課
題
が
解

消
し
き
れ
ず
、
今
期
で
の
活
用
は
見
送

ら
れ
た
。（
第
五
回
報
告
書
参
照
）

協
議
の
結
果
、
各
加
盟
団
体
や
寺
院
等

で
既
に
行
わ
れ
て
い
る
③
、
④
よ
り
も
、

宗
教
教
育
推
進
委
員
会
当
初
の
目
的
に

立
ち
返
り
①
、
②
の
事
業
を
今
後
重
点

的
に
行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
、
と
の

結
論
が
出
さ
れ
た
。（
第
五
回
報
告
書

参
照
）

　
「
こ
こ
ろ
の
ノ
ー
ト
」
等
に
つ
い
て

の
意
見
書
の
提
出
等
、
時
事
問
題
に
対

し
て
引
き
続
き
要
請
を
続
け
て
い
く
必

要
は
あ
り
、
時
に
は
野
党
側
に
要
請
書

を
提
出
す
る
よ
う
な
手
法
の
検
討
等
が

必
要
で
あ
る
、
と
の
協
議
が
な
さ
れ
た
。

◆
次
期
宗
教
教
育
推
進
委
員
会
◆

　

宗
教
教
育
推
進
委
員
会
で
は
、「
関

係
諸
官
庁
へ
の
提
言
等
、
公
教
育
に
お

け
る
宗
教
的
情
操
教
育
を
推
進
す
る
事

業
」「
加
盟
団
体
が
行
っ
て
い
る
教
化
・

宗
教
教
育
活
動
の
研
究
及
び
広
報
を
行

う
事
業
」
以
上
の
方
針
を
継
続
的
に
協

議
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
要
望
い
た
し

た
い
。

 

以　

上
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二
月
十
四
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
、

諸
宗
教
者
間
で
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
世
界
平

和
と
震
災
復
興
を
祈
願
す
るInter 

Faith

駅
伝
～
平
和
を
願
う
祈
り
の
駅

伝
～（
以
下
：
駅
伝
）
を
軸
と
し
た

InterFaith

日
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以

下
：
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
が
日
本
で
初
め
て

開
催
さ
れ
た
。

　

InterFaith

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
で
発
足
し
、
ル
ク
セ
ン
ブ

ル
クIN

G

ナ
イ
ト
マ
ラ
ソ
ン
に
併
設

し
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で

の
初
開
催
に
あ
た
り
、
本
会
が
事
務
局

を
担
い
、（
公
財
）
日
本
宗
教
連
盟
、

京
都
府
宗
教
連
盟
協
力
の
も
と
、
主
催

団
体
と
な
る
実
行
委
員
会
を
発
足
し
、

京
都
市
他
後
援
を
受
け
、
京
都
マ
ラ
ソ

ン
二
〇
一
四
に
併
設
し
開
催
さ
れ
た
。

　

駅
伝
に
は
、
海
外
か
ら
ル
ク
セ
ン
ブ

ル
ク
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ

ー
の
宗
教
者
八
名
、
国
内
か
ら
は
実
行

委
員
会
を
構
成
す
る
各
団
体
か
ら
推
薦

さ
れ
た
宗
教
者
三
十
二
名
の
計
四
十
名

が
十
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、異
な
る
宗
教
・

宗
派
間
で
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
、
一
万
六
千

人
の
市
民
ラ
ン
ナ
ー
に
交
じ
っ
て
都
大

路
を
走
り
抜
け
た
。
本
会
か
ら
は
、
横

田
南
嶺
副
会
長
（
臨
済
宗
円
覚
寺
派
管

長
）、
伊
東
政
浩
全
日
本
仏
教
青
年
会

理
事
長
ら
が
参
加
し
た
。

【
十
四
日　

説
明
会
・
夕
食
交
流
会
】

　

花
園
会
館
二
階
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
駅
伝
の
説
明
会
が
行
わ

れ
、
引
き
続
き
同
会
場
に
て
、
夕
食
交

流
会
が
開
催
さ
れ
た
。
夕
食
交
流
会
で

は
、
門
川
大
作
京
都
市
長
も
駆
け
つ
け
、

京
都
で
の
開
催
に
あ
た
り
、
激
励
の
言

葉
を
頂
戴
し
た
。

【
十
五
日　

駅
伝
下
見
、
ピ
ー
ピ
ー
ス
】

　

午
前
中
、
駅
伝
参
加
者
は
専
用
バ
ス

に
分
乗
し
、
駅
伝
の
コ
ー
ス
や
各
中
継

所
を
巡
っ
た
。
参
加
者
は
、
自
身
が
走

る
コ
ー
ス
や
タ
ス
キ
を
繋
ぐ
中
継
所
を

入
念
に
確
認
し
た
後
、
様
々
な
出
展
ブ

ー
ス
が
立
ち
並
び
、
京
都
マ
ラ
ソ
ン
に

参
加
す
る
人
の
受
付
な
ど
で
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
た
「
み
や
こ
メ
ッ
セ
」
で
、

昼
食
を
と
も
に
し
た
。

　

参
加
者
は
一
度
、
宿
泊
先
で
あ
る
花

園
会
館
に
戻
り
、
十
六
時
か
ら
特
別
交

流
イ
ベ
ン
ト
「
ピ
ー
ピ
ー
ス
」
が
開
催

さ
れ
て
い
る
ホ
テ
ル
ア
ン
テ
ル
ー
ム
京

都
へ
移
動
し
た
（
ピ
ー
ピ
ー
ス
の
詳
細

に
つ
い
て
は
巻
末
を
参
照
）。

【
十
六
日　

駅
伝
開
催
、
表
彰
式
】

　

駅
伝
は
京
都
マ
ラ
ソ
ン
二
〇
一
四
の

ラ
ン
ナ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
た
後
、
九
時

十
五
分
に
西
京
極
総
合
運
動
公
園
を
ス

タ
ー
ト
し
、
仁
和
寺
前
、
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
学
院
小
学
校
前
、
聖
ド
ミ
ニ
コ
女
子

修
道
院
を
中
継
所
と
し
、「
祈
り
の
駅

伝
」
と
書
か
れ
た
紫
の
タ
ス
キ
を
繋
ぎ

平
安
神
宮
で
ゴ
ー
ル
と
な
る
。

　

参
加
者
は
、
朝
七
時
に
花
園
会
館
二

階
に
集
合
し
、
一
人
ず
つ
に
駅
伝
専
用

の
ゼ
ッ
ケ
ン
が
手
渡
さ
れ
た
。
十
四
日

か
ら
の
交
流
を
通
じ
て
、
宗
教
の
違
い

を
超
え
お
互
い
の
完
走
を
誓
い
あ
う
参

加
者
の
姿
が
あ
っ
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
四
十
人

全
て
の
参
加
者
が
、
担
当
区
間
を
完
走

し
、
平
和
を
願
う
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
、
平

安
神
宮
で
ゴ
ー
ル
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

駅
伝
終
了
後
、
十
七
時
半
よ
り
花
園

会
館
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
た
。
表
彰
式
に
は
門
川
市

長
も
同
席
し
、国
内
外
の
宗
教
者
が
、相

互
理
解
を
目
指
し
世
界
平
和
を
願
う
駅

伝
に
参
加
し
た
走
者
の
力
走
を
称
え
た
。

In
te
rF
a
ith

日
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催

門川大作京都市長を囲んで参加者全員で記念撮影 横田南嶺副会長から芳村正德桜神宮宮司（日宗連理事）へタスキが繋がる
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一
月
二
十
一
日
～
二
十
五
日
、
本
会
北
河

原
公
敬
副
会
長
（
東
大
寺
長
老
）
が
、
全
日

本
仏
教
会
を
代
表
し
て
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー

ラ
ム
年
次
総
会
（
通
称
：
ダ
ボ
ス
会
議
）
に

参
加
。
通
訳
と
し
て
、
松
山
大
耕
本
会
国
際

交
流
審
議
会
委
員
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
退
蔵

院
副
住
職
）
が
帯
同
し
た
。
本
会
か
ら
同
会

議
に
参
加
す
る
の
は
、
二
〇
一
〇
年
一
月
、

第
二
十
八
期
松
長
有
慶
会
長
（
高
野
山
真
言

宗
管
長
）
に
続
い
て
二
度
目
で
あ
る
。

　
「reshaping the w

orld

（
世
界
を
再
形

成
す
る
）」
と
い
う
会
議
テ
ー
マ
の
も
と
、

日
本
か
ら
は
安
倍
晋
三
首
相
を
は
じ
め
と
す

る
政
財
界
を
中
心
に
百
名
ほ
ど
が
参
加
。
世

界
中
か
ら
政
財
界
人
・
学
者
、
そ
し
て
少
数

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
宗
教
家
を
含
め
、
約
二

千
人
の
リ
ー
ダ
ー
が
ス
イ
ス
・
ダ
ボ
ス
の
地

に
集
い
、
議
論
や
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

北
河
原
副
会
長
は
、
ロ
シ
ア
政
府
主
催
の

ソ
チ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、

イ
ギ
リ
ス
国
教
会
で
の
諸
宗
教
の
代
表
に
よ

る
「
拷
問
を
撲
滅
さ
せ
よ
う
」
と
い
う
セ
ッ

シ
ョ
ン
、
安
倍
首
相
の
基
調
講
演
拝
聴
、
元

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
の
緒
方
貞
子
氏
を
中

心
に
開
催
さ
れ
た
、
日
本
・
ア
フ
リ
カ
地
域

間
交
流
朝
食
会
な
ど
に
参
加
さ
れ
た
。

　

ダ
ボ
ス
会
議
は
、
登
録
す
れ
ば
誰
で
も
参

加
で
き
る
オ
ー
プ
ン
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
招
待

者
の
み
参
加
で
き
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
ッ

シ
ョ
ン
、
そ
し
て
、
個
々
の
参
加
者
が
ア
ポ

イ
ン
ト
し
て
面
談
す
る
バ
イ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
な
ど
が
あ
り
、
参
加
者
相
互
に
交
流
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
。
北
河
原
副
会
長
は
、
セ

ッ
シ
ョ
ン
の
合
間
に
ダ
ボ
ス
会
議
主
催
者
で

あ
る
ク
ラ
ウ
ス
・
シ
ュ
ワ
ブ
博
士
を
は
じ
め
、

各
界
の
方
々
と
精
力
的
に
懇
談
さ
れ
た
。

　

期
間
中
、
バ
イ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
の
若
手
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
か

ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
や
地
域
間
の
摩
擦
の
解

消
に
仏
教
が
果
た
す
役
割
等
に
つ
い
て
質
問

を
受
け
、
北
河
原
副
会
長
は
真
摯
に
お
答
え

に
な
っ
た
。
特
に
、
昨
今
緊
張
が
高
ま
る
日

中
関
係
の
改
善
策
に
つ
い
て
聞
か
れ
た
こ
と

に
対
し
、
同
副
会
長
は
、
一
三
〇
〇
年
前
、

数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
来
日
さ
れ
た
中

国
の
高
僧
鑑
真
の
話
を
さ
れ
、
日
中
友
好
の

先
駆
け
で
あ
り
、
当
時
は
、
政
治
・
経
済
で
は

な
く
、
文
化
中
心
に
友
好
的
な
交
流
が
行
わ

れ
て
お
り
、
も
っ
と
長
い
視
点
で
交
流
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
言
及
さ
れ
た
。

　
〈
今
回
の
ダ
ボ
ス
会
議
の
詳
細
：
本
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.jbf.ne.jp/

）

に
掲
載
〉

　

去
る
二
月
四
日
、
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁

を
会
場
に
加
盟
団
体
の
顧
問
弁
護
士
並
び
に

担
当
職
員
ら
三
十
七
名
が
集
ま
り
、
標
記
連

絡
会
を
開
催
し
た
。

　

本
連
絡
会
で
は
、
宗
教
法
人
設
立
認
証
制

度
の
現
状
を
テ
ー
マ
に
、
村
上
興
匡
大
正
大

学
文
学
部
教
授
（
元
文
化
庁
職
員
）
に
よ
る

講
演
『
宗
教
法
人
法
と
認
証
制
の
役
割
』
を

い
た
だ
き
、
そ
の
上
で
各
出
席
者
よ
り
質
問

も
含
め
た
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。

　

宗
教
法
人
の
設
立
認
証
に
つ
い
て
の
手
続

き
は
、
各
都
道
府
県
の
所
轄
庁
へ
の
申
請
が

必
要
で
、
所
轄
庁
は
必
要
書
類
を
受
理
し
て

か
ら
三
ヶ
月
以
内
に
宗
教
法
人
の
認
証
を
行

な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
文
化
庁
は
、
平
成
九
年
二
月
五

日
付
け
で
「
留
意
事
項
」
と
し
て
、
実
質
過

去
三
年
間
の
活
動
実
績
及
び
会
計
実
績
を
加

味
し
て
認
証
を
行
な
う
よ
う
所
轄
庁
に
通
達

を
出
し
、
現
在
は
こ
の
認
証
制
度
が
一
般
化

し
て
い
る
。

　

村
上
教
授
は
講
演
の
中
で
、「
三
年
間
の

活
動
実
績
を
見
て
認
証
を
行
な
う
こ
と
は
従

来
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
で
一
定
の
合

理
性
が
あ
り
、
所
轄
庁
と
し
て
、
悪
意
を
持

っ
て
設
立
す
る
宗
教
団
体
を
見
抜
く
一
手
段

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た

方
法
を
用
い
ず
に
認
証
を
行
な
う
場
合
は
、

文
化
庁
の
調
査
権
の
付
加
や
認
証
の
取
り
消

し
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
等
の
法
整
備
も
必

要
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。

　

講
演
後
の
意
見
交
換
に
お
い
て
は
、
認
証

制
度
の
厳
格
化
に
よ
り
信
教
の
自
由
が
妨
げ

ら
れ
て
い
る
点
や
、
三
年
と
い
う
期
間
の
根

拠
や
宗
教
法
人
法
と
の
整
合
性
等
、
不
明
瞭

な
部
分
が
多
く
、
法
解
釈
の
上
で
も
こ
う
し

た
認
証
制
度
を
放
置
す
べ
き
で
は
な
い
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

今
後
、
都
市
開
教
等
で
宗
教
法
人
設
立
を

予
定
し
て
い
る
団
体
に
と
っ
て
、
こ
の
問
題

を
十
分
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
宗
教

法
人
設
立
認
証
の
際
に
所
轄
庁
と
ト
ラ
ブ
ル

に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
。

ダ
ボ
ス
会
議

　北
河
原
副
会
長
仏
教
文
化
を
伝
え
る

北河原公敬副会長とクラウス･シュワブ博士

法
人
設
立
認
証
制
度
の

十
分
な
理
解
を

加
盟
団
体
顧
問
弁
護
士
連
絡
会
開
催

連絡会の様子（真言宗智山派宗務庁大講堂）
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事
務
総
局
録
事

　

二
月
（
十
六
日
～
二
十
八
日
）

十
六
日
▼ InterFaith

日
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

催
（
諸
宗
教
間
駅
伝
：
京
都
マ
ラ

ソ
ン
併
設
、表
彰
式
：
花
園
会
館
）

十
八
日
▼ 

第
四
十
三
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

愛
媛
大
会
局
内
打
合
せ

十
九
日
▼ 

第
四
十
三
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

愛
媛
大
会
第
四
回
実
行
委
員
会
出

席
（
松
山
市
小
倉
聖
苑
築
山
ホ
ー

ル
）

　
　
　

▼ （
公
財
）日
本
宗
教
連
盟
第
八
回
幹

事
会
出
席
（
神
社
本
庁
）

　
　
　

▼ （
公
財
）国
際
仏
教
興
隆
協
会
第
四

回
評
議
員
会
出
席（
増
上
寺
会
館
）

　
　
　

▼
凸
版
印
刷
古
屋
氏
他
来
局

二
十
日
▼
Ａ
Ｂ
Ｓ
山
中
氏
他
来
局

　
　
　

▼ 

第
六
回
財
団
創
立
六
十
周
年
記
念

事
業
準
備
委
員
会
開
催
（
明
照
会

館
）

二
十
一
日
▼
大
和
証
券（
株
）本
社
訪
問

　
　
　
　

▼
日
鐵
住
金
建
材（
株
）訪
問

　
　
　
　

▼ 

Ｔ
Ｙ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
古
賀
氏

来
局

二
十
四
日
▼ 

全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合
連
合

会
訪
問

　
　
　
　

▼
局
内
会
議

二
十
六
日
▼ （
株
）大
戸
屋
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
本
部
訪
問

二
十
七
日
▼ 

第
四
回
人
権
問
題
連
絡
協
議
会

開
催
（
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
）

　
　
　
　

▼ 

京
都
宗
教
記
者
会
懇
談
会
開
催

（
京
都 

浜
町
）

　
　
　
　

▼
Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機（
株
）本
社
訪
問

二
十
八
日
▼
大
和
証
券（
株
）京
都
支
店
訪
問

　
　
　
　

▼
野
村
證
券（
株
）京
都
支
店
訪
問

　

三
月
（
一
日
～
十
五
日
）

三
日
▼ 

本
会
副
会
長
横
田
南
嶺
管
長
訪
問

（
臨
済
宗
円
覚
寺
派
宗
務
本
所
）

　
　

▼
Ｎ
Ｔ
Ｔ
来
局

四
日
▼ 

本
会
副
会
長
北
河
原
公
敬
長
老
訪
問

（
東
大
寺
寺
務
所
）

　
　

▼
凸
版
印
刷
古
屋
氏
他
来
局

六
日
▼ 

総
務
省
・
経
済
産
業
省
来
局
（
経
済

セ
ン
サ
ス
説
明
）

七
日
▼ 

京
都
仏
教
会
会
長
本
葬
儀
参
列
（
京

都 

青
蓮
院
）

　
　

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
法
花
氏
来
局

十
日
▼ （
公
財
）東
京
都
慰
霊
協
会
主
催
春
季

慰
霊
大
法
要
参
列（
東
京
都
慰
霊
堂
）

　
　

▼ 

表
現
文
化
社
碑
文
谷
氏
・
全
葬
連
松

本
氏
来
局

十
一
日
▼ 

宮
城
県
気
仙
沼
市
復
興
支
援
「
仏

教
講
座
」
と
「
絆
メ
モ
リ
ア
ル
コ

ン
サ
ー
ト
」
参
加
及
び(

一
社)

仙

台
仏
教
会
と
懇
談
会
（
仙
台
市
・

気
仙
沼
市
）（
～
十
三
日
）

　
　
　

▼
局
内
会
議

十
二
日
▼ 

全
葬
連
主
催
第
九
回
葬
祭
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
参
加

（
ホ
テ
ル
ア
ジ
ュ
ー
ル
竹
芝
）

十
四
日
▼
Ａ
Ｂ
Ｓ
山
中
氏
他
来
局

　
　
　

▼
無
料
法
律
相
談
室

　

第
三
十
期
第
四
回
人
権
問
題
連
絡
協

議
会
が
、
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
に
お
い

て
二
月
二
十
七
日
午
後
二
時
よ
り
開
催

さ
れ
た
。
今
回
は
「
死
刑
制
度
に
対
し

て
仏
教
界
は
ど
う
考
え
る
か
？
」
を
テ

ー
マ
に
、死
刑
制
度
を
人
権
問
題
の
観

点
か
ら
取
り
組
む
た
め
開
催
し
た
。
死

刑
制
度
に
関
し
て
は
、
多
く
の
宗
派
・

教
団
が
見
解
を
出
し
て
い
な
い
。

　

日
本
弁
護
士
連
合
会（
以
下
日
弁
連
）

よ
り
死
刑
廃
止
検
討
委
員
会
顧
問
の
杉

浦
正
健
氏
を
講
師
に
、
同
委
員
会
の
加

毛
修
委
員
長
、
小
川
原
優
之
事
務
局
長
、

堀
和
幸
事
務
局
次
長
を
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
と
し
て
講
演
や
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

た
。

　

第
一
部
の
講
演
で
杉
浦
氏
は
、
日
弁

連
で
は「
死
刑
廃
止
に
つ
い
て
議
論
を
は

じ
め
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
て
い
る
こ

と
を
説
明
。
そ
の
後
、
自
身
が
死
刑
問

題
と
真
剣
に
向
き
合
う
き
っ
か
け
と
な

っ
た
の
は「
法
務
大
臣
に
就
任
し
た
と
き

に
死
刑
を
執
行
し
な
い
と
記
者
会
見
で

語
っ
た
こ
と
」で
あ
っ
た
と
語
り
、
そ
の

発
言
に
至
る
精
神
的
な
背
景
を
自
身
の

宗
教
経
験
や
思
い
を
も
と
に
語
っ
た
。

　

小
川
原
氏
か
ら
は
「
死
刑
制
度
の
現

状
と
問
題
点
」
と
題
し
、
ス
ラ
イ
ド
を

用
い
て
死
刑
場
の
様
子
や
死
刑
執
行
の

実
際
を
表
示
。
死
刑
廃
止
が
国
際
社
会

の
大
き
な
流
れ
で
あ
る
こ
と
、
死
刑
制

度
は
犯
罪
抑
止
力
と
し
て
実
証
が
な
い

事
等
を
説
明
。
続
い
て
加
毛
氏
か
ら
は
、

死
刑
制
度
が
廃
止
に
な
っ
た
場
合
に
は

ど
の
よ
う
な
法
整
備
が
必
要
か
を
中
心

に
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
で
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

た
。「
講
演
は
納
得
で
き
る
部
分
も
あ

る
が
、
自
分
の
命
が
（
犯
罪
者
に
よ
っ

て
）
断
た
れ
た
と
想
定
し
た
場
合
許
せ

な
い
感
情
が
あ
り
、
相
手
に
死
刑
を
求

め
た
い
と
思
う
の
だ
が
」
等
、
率
直
な

質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
講
師
及
び
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
発

言
を
行
っ
た
。

　

講
師
か
ら
は
「
是
非
、
今
後
仏
教
界

で
も
死
刑
問
題
に
関
心
を
寄
せ
、
議
論

を
深
め
て
ほ
し
い
」
と
の
期
待
が
寄
せ

ら
れ
た
。

死
刑
問
題
へ
の
関
心
を
深
め
て
ほ
し
い
：
人
権
問
題
連
絡
協
議
会
開
催講演を行う杉浦正健氏
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「ピーピース」開催 2月15日
於：ホテルアンテルーム京都

宗教・宗派を超えて「ゆるキャラ」が大集結

駅伝完走を誓い合う走者

LEDロウソクを手に祈りを捧げる参加者

真宗大谷派鈴木君代さん

被災者からの復興への思いと宗教者からの祈りの言葉

LEDロウソクで「祈」を表現

臨済宗妙心寺派
「一期一会」水野宏泰さん




